
 

 

 

 

 

 

 

 

１．開 会 

 

 

２．平成３０年度のいじめの状況について 

 

 

３．平成３１年度いじめ防止への取組について 

 

 

４．その他 

 

 

５．閉 会 

 

 

 

第２回石狩市いじめ問題対策連絡協議会 
 

○期日：平成３１年２月１３日（水） 

○時間：午前１０時より 

○場所：市役所４階４０２会議室 
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石狩市いじめ問題対策連絡協議会名簿 

 

氏名 区分 所属 

松井 明生 石狩市校長会代表者 石狩市立花川小学校長 

飛田 寿一 石狩市校長会代表者 石狩市立花川南中学校長 

鬼塚 健次 石狩市教頭会代表者 石狩市立厚田小学校教頭 

久保田 豊 石狩市教頭会代表者 石狩市立石狩中学校教頭 

龍島 秀広 学識経験者 北海道教育大学大学院准教授 

岩崎 雄三 学識経験者 石狩市人権擁護委員代表者 

大西 孝則 学識経験者 石狩市ＰＴＡ連合会代表者 

北山 敏行 関係行政機関 
北海道警察札幌方面北警察署生

活安全課長 

佐々木 智城 関係行政機関 石狩市教育委員会臨床心理士 

古原 祥子 関係行政機関 
石狩市教育委員会スクールソー

シャルワーカー 

上ケ嶋 浩幸 関係行政機関 
石狩市保健福祉部子ども相談セ

ンター長 

佐々木 隆哉 関係行政機関 石狩市教育委員会生涯学習部長 

（事務局） 

照山 秀一 市職員 
石狩市教育委員会生涯学習部参

事 

開発 克久 市職員 
石狩市教育委員会教育支援セン

ター長 

森  朋代 市職員 
石狩市教育委員会特別支援教育

担当課長 

菊池  拓 市職員 
石狩市教育委員会教育支援ｾﾝﾀｰ

就学支援担当主査 

  



 

2 

平成３０年度のいじめの状況について 

＜調査対象期間  平成 30年 4月～平成 31年 1月末＞ 

 

１．いじめ認知件数 

 

   １，１０７件（ 小学校 １，００１件、中学校 １０６件 ） 

   ●内訳 

    小学校 

１年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生 

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 

110 101 146 142 82 79 82 81 52 26 52 48 

    中学校 

１年生 ２年生 ３年生 

男 女 男 女 男 女 

31 25 20 17 4 9 

 

 

２．いじめの態様（重複あり） 

態  様  内  容 件数 

冷やかしやからかい、悪口や脅し文句、嫌なことを言われる 707 

仲間はずれ、集団による無視をされる 231 

軽くぶつかられたり、遊ぶふりをして叩かれたり、蹴られたりする 304 

ひどくぶつかられたり、叩かれたり、蹴られたりする 47 

金品をたかられる 4 

金品を隠されたり、盗まれたり、壊されたり、捨てられたりする 119 

嫌なことや恥ずかしいこと、危険なことをされたり、させられたりする 35 

パソコンや携帯電話等で、誹謗中傷やいやなことをされる 19 

その他 0 

 

 

３．認知したいじめの現在の状況 

   ・解消している  ６０８件 

   ・いじめの行為は止んでいるが、その期間が相当の期間継続していない  ４９９件 
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平成３１年度「いじめ」防止への取組について 

 

１．市教委の主な取組 

 

（１）石狩市いじめ問題取組マニュアル（平成 31年度版）の配布・・・４月に配布 

 

（２）啓発・相談等 

   

①「いじめ防止強調月間」の設定及び取組 

 ・３１年度についても各校で月間を設定し、子どもたち自身がいじめについて考え

る取組を実施する。 

 

②保護者向け啓発用リーフレットの配布・・・４月に児童生徒を通じ配布 

   

③いじめ相談カードの配布・・・８月に全児童生徒に配布 

 

（３）関係機関との連携等 

   

①石狩市いじめ問題対策連絡協議会の開催・・・継続 

    ・メンバー：校長会、教頭会、学識経験者、人権擁護委員、市 PTA連合会、 

北海道警察、こども相談センター、臨床心理士、SSW、教委事務局 

   ・年２回開催予定（８月、２月）・・・状況により臨時開催あり 

 

  ②小中が連携した取組（例：校区内中学校のいじめ防止集会への参加）・・・継続 

 ・校区内中学校のいじめ防止集会へ参加し、自校でその内容を発表する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

H30 石狩中学校のいじめ防止集会の様子（石狩小・生振小・八幡小が参加） 

○いじめ防止集会への参加はあくまで一例で、既存の小中連携の交流機会を利用して、互いにいじめ防止に向け

た取組の情報交換をするなど、いじめ防止に向けた意識の醸成が図られるよう工夫した取組を実施し、小学校、

中学校、それぞれに必ず交流した内容を自校でフィードバックする。 
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２．学校の主な取組 

 

（１）未然防止に向けた取組等 

 

①児童生徒が主体となった取組の実施・・・継続 

 

②授業（道徳、総合的な時間）等での取り上げ・・・継続 

 

③全校による Q－U 検査の実施 

   ・３１年度も、全校、全学年で実施する 

 

④いじめ調査（道教委）・・・年２回（５月、１１月）継続 

 

 

（２）保護者・地域との連携等 

 

①外部の意見を聞く機会の実施・・・継続 

 ・２４年度より全校で実施 

 ・学校評議員等、学校訪問時に取組を説明し、意見を伺う 

 

②情報提供の充実・・・学校便り等で継続 

 

 

 


